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１．問題の所在
　中央教育審議会（2012）「教職生活の全体を
通じた教員の資質能力の総合的な向上方策につ
いて（答申）」によると、今日の教員養成の現
状と課題として、21世紀に求められる人材像
から児童生徒の思考力・判断力・表現力等の育
成など新たな学びに対応した指導力とともに、
学校現場の諸課題の高度化・複雑化に対応する
実践的指導力の必要性が説かれている。答申で
は、当面の改善方策として、教育委員会、地域
の学校、大学の三者の連携・協働によって、学
部レベルの養成段階から実地教育として学校現
場での体験の充実等によるカリキュラムの改
善、いじめ等の生徒指導に係る実践力の向上が
挙げられている。
　特に複雑化する生徒指導の諸課題を解決する
ために、原（2014）は現在の中高校生は仲間
とのコミュニケーションの手段を対面よりも
ネットを重視する傾向にあることから、仲間の
個人情報を「ネタ」として晒しネット上で笑い
者にすることになれてしまった状況を打開する
ために、対面のコミュニケーションの機会を子
どもたちのなかに意図的に形成することによっ
て多様な他者とつながる力を伸ばすことが重要
であると指摘する。
　子どもたちの生活世界にネットコミュニケー
ションが浸透するなか、学校での生徒間の直接
的なコミュニケーションを促進するきっかけづ
　抄　録
　学校現場において高度化・複雑化する諸課題に対応できる教員としての実践的指導力を教員養成課
程で涵養するため、座学と実学を融合した実践的な学習プログラムづくりが求められている。生徒指
導に注目すると集団行動を通した規範意識の形成と他者と協力的関係を築くコミュニケーション能力
の育成を促す教員の指導力向上が重要となる。
　本研究では、教職課程の大学３〜４年生を研究対象に学校教育において望ましい集団行動を目指す
場面として「特別活動」の時間における「個別指導」「集団指導」のあり方を学ぶなかで学生が教員
としての実践的指導力を涵養する教育方法を考える。具体的には教職課程の「特別活動の研究」の授
業プログラムの一環として、学校行事の大きな一つである体育祭に運営補助ボランティアとして参加
することを通して各場面に応じた生徒への働きかけとそのねらいの理解を深める教育実践の結果と改
善点ついて考察を行っている。
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くりとして、集団活動を通して、多様な価値観
をもった他者と共生、協働する体験を与える「特
別活動」の時間のもつ教育的な効果の重要性が
増していると考えられる。
　中学校学習指導要領（2008）の「特別活動」
の目標には、「望ましい集団活動を通して、心
身の調和のとれた発達と個性の伸長を図り、集
団や社会の一員としてよりより生活や人間関係
を築こうとする自主的、実践的な態度を育てる
とともに、人間としての生き方についての自覚
を深め、自己を生かす能力を養う」ことが挙げ
られている。特に、学校行事を通して「集団へ
の所属感や連帯感を深め、公共の精神を養い、
協力してよりよい学校生活を築こうとする自主
的、実践的な態度を育てる」ことが目指されて
いる。
　「特別活動」の目標から集団活動を通して、
生徒一人ひとりの個性の伸長とともに、集団の
規範意識を高める自主的、実践的な態度の育成
が重要となるため、「特別活動」における実践
的な指導課題として「個別指導」と「集団指導」
の方法論の構築と実践への応用が求められる。
檜垣（2009）によると、「個別指導」において
時として賛成・反対する教員と生徒との人間的
な関わりのなかから方向性を定め指導していく
相互主体的関係によって自主的、実践的な態度
を生徒に育てることができるとする。加えて、
「特別活動」における「個別指導」は、その指
導や指導された生徒の変化を見ている周囲の生
徒への影響も大きく、間接的な「集団指導」と
つながるという。しがたって、生徒の自治的集
団活動の力を高めるために「個別指導」の延長
線上に「集団指導」が生きるダイナミズムを利
用し、時として、この両者の指導方法を適宜使
い分けることが重要であると指摘する。
　以上の観点から、「特別活動」の時間におけ
る教員の実践的指導力の涵養に向けて、学部段
階の教職課程の科目「特別活動の研究」の中で、
檜垣（2009）の指摘する「個別指導」「集団指導」
の方法と場面に応じた使い分けについて座学か
ら理論的に学び、その視点を学校現場で実践的
に深める体験的な学習プログラムの導入が必要
であると考える。
２．研究の目的
　本研究では、教職課程の必修科目「特別活動
の研究」の履修学生の学修成果の充実、特に「特
別活動」で教員に求められる実践的指導力につ
いての理解の深化をめざし、履修学生が「学校
行事」にボランティアとして参加する体験的な
学習を導入する効果を検討する。今回はA大学
で行った「特別活動の研究」の授業実践を取り
上げる。授業の中で体験的な学習として履修学
生は京都府内のB中学校の体育祭に運営補助の
ボランティアとして参加した。履修学生が提出
したボランティア体験をふりかえるリポートの
記述内容から「特別活動」で教員に求められる
実践的指導力への理解の深まり、特に「個別指
導」と「集団指導」の方法への履修学生の気づ
きを分析し、その結果を踏まえ、今後のボラン
ティア体験を導入した授業プログラムの在り方
について考察を加える。
３．研究方法
 今回の研究対象は中学校教諭を志望しA大学
の教員養成課程で「特別活動の研究」を履修す
る3~4年生24名である。「特別活動の研究」の
授業の一環として、A大学の近隣にある京都府
内の公立B中学校の体育祭当日に運営補助のボ
ランティアとして履修学生24名を参加させた。
　履修学生のうち4名はB中学校の教育イン
ターンシップ生として、すでに中学校と関わり
をもっている者も一部はいるが、残りのメン
バーは中学校への関わりはもっていない。
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　ボランティア体験を行った後日、体育祭に参
加し得た気づきをリポートとしてまとめる課題
を履修学生に課した。リポートは「特別活動」
での実践的な指導課題である教員の「個別指導」
「集団指導」の使い分けの方法と実際に指導を
おこなった現場教員の意図、また指導を受けた
生徒の反応や変化を中心にまとめることを指定
した。なお、「特別活動」の時間における「個
別指導」「集団指導」の方法論については、先
述の檜垣（2009）の理論を事前の授業で説明
しており、履修学生は理論面での基本的な知識
を得ているものとする。
　提出されたリポートに記述された内容を、そ
れぞれ「個別指導」「集団指導」として挙げら
れた具体的な場面に別けて、教員の指導方法と
その意図、指導を受けた生徒の反応と変化、履
修学生の考察の観点から分析を行う。その上で、
教員養成課程の「特別活動の研究」において実
践的指導力を向上させるための一つの教育方法
として学生が志望する校種の「学校行事」の体
験的な学習プログラムの効果的な導入について
考察を加える。
　今回の体験的な学習プログラムとして、3つ
の段階を踏んでいる。事前学習として、理論的
な枠組みとして「特別活動」の時間における「個
別指導」「集団指導」の方法論を学んだ。次に
ボランティア体験の準備としてB中学校で体育
祭の前日練習を見学し、B中学校側の担当教員
から注意事項および当日のスケジュール、役割
分担の説明を受け、全体練習の様子を見ました。
体育祭当日は、朝の集合時に校長、副校長から
の訓示、担当教員からの注意事項の確認が行わ
れ、その後、履修学生は割り振られた担当の持
ち場に着き、持ち場の指導教員の指示を仰ぎな
がら、体育祭の運営準備に携わった。具体的な
仕事として、①招集係、②決勝審判係、③救護、
④用具設置係、⑤特別支援学級係、⑥得点掲示
係、⑦校門・駐輪場での来校者対応係、また教
育インターンシップに参加している学生は⑧担
当する学級の応援席での指導に分けられた。⑧
を除き、学生は①~⑦の役割をあらかじめ学校
側が決めたシフトに応じて果たした。実施日は
2014年9月中旬である。
４．調査結果の分析
　B中学校の体育会でボランティア体験をお
こなった学生24名のリポートの記述内容が多
かった代表的な場面を抽出して、場面ごとの教
員の指導方法、教員の意図、指導を受けた生徒
の変化、学生の気づきといった面に着目して分
析をおこなう（以下、斜体字は学生のリポート
の抜粋したものであり、下線は筆者が引いたも
のである）。
４．１．校門で遅刻した生徒への指導場面
　主に保護者や地域住民、また遅刻した生徒を
校門で向かえ、自転車、バイクでの来校者には
駐輪場を案内し、同時に駐輪場の整理を担当し
た。この案内役の体験したうちの3名の学生が
リポートに内容を記述していた。
・3年生の女性Aさんのリポートより抜粋
　遅れて学校に登校する生徒は急ぐそぶりをみ
せず、どこか面倒そうにしているのを感じ取ら
れた。そこに教員が通りかかった際、「よく来
たね」などといった言葉を投げかけていた。
　保健室登校の生徒にとっては、学校にいく、
教室に入るといったことが大きな壁である。遅
刻をしても、その場に来る、ということがその
生徒にとっての大きな壁であり、それを乗り越
えることを支える個別指導につながるのではな
いと考える。またそのような生徒を抱えるクラ
スがその生徒を受け入れる能力を養うのが教員
の集団指導にもつながるのではないかと考え
る。　
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・3年生の女性Bさんのリポートより抜粋
　校舎前で教員が待ち構えており、遅刻してき
た生徒一人一人に対して教員がつい沿って校内
に入ってく姿が目立った。「君が来るのを待っ
ていた」と言わんばかりの表情で生徒一人一人
を迎え入れた。
・3年生の女性Cさんのリポートより抜粋
　校門近くの駐輪場の整理。遅刻している生徒
に対しては、坂を下りてくるとすぐにどこから
ともなく先生が表れて、「調子はどうや？」な
どと遅刻することを責めるのではなく、体調や
今日の朝にあったことなど他愛もない話をしな
がら生徒の今日の様子を確認していた。
　3名のリポートに共通している場面は、遅刻
して登校した生徒をいち早く察知した教員が声
かけに行き、Bさんのリポート記述からもわか
るように生徒の横に並んで校舎まで一緒に歩い
て行く様子を記述している。遅刻した生徒に対
する個別指導の意図として、主要な学校行事の
一つである体育祭を、Aさんが指摘するように
教室や集団に入るための「大きな壁」を越える
きっかけとしてもらいたいといった教員の期待
が伺える。ただ、あくまで押し付けるのではな
く、Cさんのリポートにある他愛もない話をし
ながら遅刻した生徒の体調や精神的な状況を確
認しつつ、生徒に無理をさせないといった教育
的な配慮も感じられる。遅刻はなんらかの生徒
の信号であると教員は認識し、「自分は迎えら
れている」と遅刻した生徒が感じる声かけ・表
情を教員は心掛けていることから、教師の期待
と生徒の思いを相互主体的に取り入れて個別指
導に臨む現場教員の実践的指導力を学生たちは
見出していると考えられる。
４．２．競技中に反則行為を行った生徒へ　
　　 の指導場面
　主に競技の決勝審判や用具設置の係に携わっ
た学生のリポートに挙げられた代表的な場面は
競技中に反則行為を行った生徒への指導であ
る。
・3年生の男性Dさんのリポートより抜粋
　反則した生徒にはダメなものはダメというこ
とを分からせる。それによって他の生徒も直接
指導を受けていなくても反則というのを認識す
る。同時に、一人が崩れると全員が崩れるとい
う連帯責任が生まれていることも分かる。
・3年生の男性Eさんのリポートより抜粋
　個人が起こした反則行為はチームへの迷惑、
いわば連帯責任であることが指導された場面が
あった。その際では、個人への指導ではなく集
団への指導として行われていた
・3年生の女性Fさんのリポートより抜粋
　学年競技での反則行為があり、担当者で協議
が行われ、相手チームにポイントが加算された。
社会や集団で存在する規則の重要性を生徒たち
に教える良い機会でもあるのではないかと思え
るようになった。
・3年生の男性Gさんのリポートより抜粋
　綱引きは集団指導が難しかった。綱を指示さ
れる前に持ったり、軽く自分の陣地に引き寄せ
たりなどの行動がみられた。この時に教員は
行った生徒に強い口調で指導を入れた。すると
陰で行っていた生徒も綱を引っ張ることをや
め、綱から手を放した生徒も見られた。１対多
の関係性とだと思う。
　学習指導要領「特別活動」の「学校行事」の「健
康安全・体育的行事」の目標として、運動を通
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して「安全な行動や規律ある集団行動の体得」
「責任感や連帯感の涵養」が挙げられる。D~G
さんの記述にあるように、違反を行った数名に
対して直接的に個別指導を行うのではなく、競
技を中断して、審判団が協議し見解を一致させ
た段階で、マイクを通して、具体的にどのよう
なルール違反があったのか、なぜそれが違反な
のか、を全体に指導を行っていた。最後に違反
内容に沿ったペナルティをチーム全体に課す説
明が行われた。ほかのチームに勝ちたいという
生徒の気持ちに理解を示しつつ、ルール違反に
ついて毅然として態度で集団指導を行うこと
で、集団行動で求められる規律と連帯責任の原
則を全校生に理解させ、違反した生徒にその事
態の大きさを認識させる効果があると考えられ
る。以上のリポートから反則行為の指導場面を
通して集団指導から間接的に個別指導へとつな
げていることを学生たちは読み取っていた。
４．３．特別支援学級の生徒への指導場面
　次は特別支援学級の補助を担っていた学生の
リポートからの抜粋である。
・3年生の女性Hさんのリポートより抜粋
　特別支援学級の生徒の中に、一人だけ鉢巻が
自分で結べない生徒がおり、特別支援学級の先
生は、朝から自分で結んでくる約束をしたこと
が守れていないことに個別指導した。しかし、
他の生徒がいる中で行った指導なので、集団
指導にも繋がっていたと考えられる。「自分の
ことは自分でやらなければならない」というこ
とを、注意された生徒だけではなく、周りの生
徒にも認識されることで、一対多の集団指導を
行っていた。特別支援学級では、個別指導がメ
インで行われると私は考えていたが、実際には
集団指導にも力を入れていることがボランティ
アを通して理解できた。
　特別支援学級においても、望ましい集団行動
への態度と実践力を身に付けるための指導が行
われていることに、特別支援学級にはじめて携
わったHさんは気づき、そこでも個別指導から
集団指導へと教員の力量によって指導範囲が広
げられることを理解している。
４．４．応援席周辺の逸脱行為への指導場面
　応援席周辺での逸脱行為への指導場面を挙げ
ている者は主に教育インターンシップとして9
月からB中学校に関わっている学生たちで、イ
ンターンシッププログラムとの兼ね合いからそ
れぞれ特定の学級に入り込んで生徒指導にあ
たっていた。
・3年生の男性I さんのリポートより抜粋
　危険な悪ふざけに対して、みんなが応援して
いる所から離れたテニスコートの横に行き、話
し合っていた。他の体育祭に参加している者の
気持ちが阻害されることも考えた指導。注意と
ともに会話することで、先生側の意志をより理
解できると考えられる。なぜ注意されているの
か、なぜ悪いことなのかを改めて生徒が考えら
れる。
・3年生の男性Jさんのリポートより抜粋
　個別指導の場面では、教員は生徒へ直接的な
指導をしており、体育大会の空気を悪くしては
いけないという思いか、生徒のいないところで
の指導が多かったように思えた。
・3年生の男性Kさんのリポートより抜粋
　自分のクラスの生徒が競技に出ていて頑張っ
ている時に応援をせずに友達と話している生徒
にクラス全体に聞こえるように大きな声で注意
していた。その声に一瞬他の生徒たちも静かに
なったが、注意された内容が分かると全員が一
段と大きな声で応援を始めた。生徒同士での声
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掛けも行っており、その声が届かないときや聞
かないときなどに先生が注意しているようだっ
た。
　応援席では席に座って自分のチームを応援す
る決まりとなっていたが、その中で、逸脱行為
をおこなう生徒に対する教員の個別指導の様子
を学生は観察している。Jさんが「体育大会の
空気」と表現するように、多くの生徒がルール
に則り一体感をもち応援をしている雰囲気を壊
さないように、逸脱するごく少数の生徒のため
に集団指導を行うことを避け個別指導を行う教
員の実践的判断力を学生は読み取っている。個
別指導も一方的に指導するのではなく、生徒と
の対話から、生徒にいま集団の中でどのような
行為を行えばよいのかを考えさせる指導方法を
とっている。このことから、個別指導を選択し
た教員の意図として、全体の雰囲気を保つと同
時に、静かな場所で逸脱行動をおこなった生徒
がじっくりと自分の行為をふりかえり冷静さを
取り戻すきっかけを与えたかったということも
考えられる。
　逆に、Kさんのリポートから応援席で応援を
せず私語をおこなう生徒に対して教員がチーム
全体に聴こえるように大きな声で注意している
集団指導をしている様子を観察している。その
後、チームの応援がさらに大きくなったという
記述から、１対多の効果的な指導であったとの
Ｋさんの認識が読み取れる
４．５．体育祭終了後の帰りの学活の指導　
　 　 場面
　主に教育インターンシップとして特定の学級
に入り込んでいる学生のリポートから担任の指
導を観察した部分を抜粋した。
・3年生の女性Lさんのリポートより抜粋
　学活では、一人ひとりの細かい行動を褒めた
あとに、「このクラスのみんなが頑張っていた。
勝ったチームも負けたチームもいるけれど、勝
ち負けじゃないよね」と声掛けを行った。教員
が自分を細かく見ているという安心感、クラス
の生徒が応援してくれている期待が個人の自信
にもつながり、それが集団で発揮されるのでは
ないかと感じた。
・3年生の女性Mさんのリポートより抜粋
　学級につく際、「頭ごなしに怒ってはいけな
い」と最初に注意事項を伝えられた。先生方は
生徒に対して感情的に叱るのではなく、一つ一
つどうしてそのような結果につながってしまっ
たのかを生徒と振り返っていた。何が問題で
あったかを生徒に気付かせる姿勢が見て取れ
た。先生方は生徒一人ひとりの個性を理解され
それを基に指導されていることで生徒との信頼
関係が構築されている。
　Lさんのリポートは体育祭終了後の帰りの学
活の様子を記述しており、学級担任は、集団の
場で一人ひとりの貢献を褒めることで、生徒は
自己肯定感を高め、同時にほかのクラスメイト
のがんばりや善さを理解することで仲間意識が
高まり、クラスがより望ましい集団となるよう
に一体感を生み出すように個人指導と集団指導
のダイナミズムを活かしている様子がわかる。
また、Mさんのリポートにあるように、今回の
反省を次回に活かすために、課題点を1つずつ
原因と結果を照らし合わせて生徒と一緒に考え
ている様子がわかる。2つのリポートから、学
級経営を進めるために、教員の生徒理解と、教
員と生徒との信頼関係の構築が大切な要素であ
るといった気づきを得たと考えられる。
４．６．任された役割の範囲内で行った学　
　 　生から生徒への指導場面
　今回のボランティア体験は基本的には体育祭
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の運営補助であり、そこから教員が行う生徒へ
の指導を観察することが主なねらいであった
が、与えられた役割によって直接生徒に学生が
指導しなければいけない場面もあった。教員が
個人指導と集団指導を使い分けている様子を理
解しつつ、実際に自らが指導にあたる場合、2
つの指導方法をどのように使い分ければよいの
か葛藤する学生の様子がリポートから読み取れ
る。
・3年生の女性Nさんのリポートより抜粋
　担当教員は「シャツインして、しっかり鉢巻
を結び、装飾品を外さないと失格になってし
まって得点が入らない」と全体に指示すると同
時に「○○やったらいける！今までの練習があ
る！がんばれ！」という個別の声かけが多々見
られた。声かけまでは実践できなかったが、服
装や応援指導を通して、応援時に２、３人が立
ちだすとそれにつられて半分くらいの生徒が立
ちだすといったことがあったのだが、その場合、
もう一度全体的に指導するのか、立っている生
徒だけ部分的（個別的）に指導するのかどちら
のほうが効果的なのか、戸惑ったところであっ
た。
・4年生の女性Oさんのリポートより抜粋
　徒競走などの種目の際にゴールしてきた生徒
たちをそれぞれのクラスごとに座ってならばせ
るという仕事内容であった。学生たちの私たち
が「座っていてください」と声をかけてもなか
なか座ろうとしない生徒の近くにいた先生が同
じように指導すると素直に聞く、という場面が
ありこれが日頃積み重ねている関係がもたらす
信頼感なのであろうと推測できた。
・3年生の女性Pさんのリポートより抜粋
　競技者が多い種目では、教員が全体を見て、
並んで座るように指導し、座らない生徒には、
他の教員が個別に座るように指導を行ってい
た。集団全体への指導と、その集団内の個人へ
の指導とを、上手く同時に行い、１つの集団を
まとめていた。教員の立場を体験して、生徒に
も考えさせるために指示を出しすぎないように
注意したり、集団をまとめるためにはどのよう
な指示の出し方が良いのかを考えたりと、指示
を出す難しさを実感した。
・3年生の女性Qさんのリポートより抜粋
　閉会式のときにうつむいた生徒がいて「お前、
ちゃんとしろよ！」と強く攻める生徒がいた。
今にもケンカになってしまいそうでしたが、周
囲の生徒が「頑張ったんやから悔しいのは当た
り前やんか」という声に強気でいた生徒は黙っ
てしまった。その強気だった生徒は最後まで諦
めずに勝利を目指していた。誰よりも悔しさを
味わっていたからこそ音込んだ友達の姿を見る
のが辛かったんだろうと思った。
　N~Qさんまでそれぞれの視点から指導方法
の使い分けと指示の出し方について悩みながら
も考えを深めている。Nさんは、個別指導か集
団指導か即座に判断することができず、結局な
にも指導できなかった状況に葛藤している様子
がわかる。Oさんは、自分の指導は聴き入れら
れず、担当教員の指導は素直に聴き入れた生徒
の対応の違いの要因を日常的な関わりによって
積み重ねられる信頼感が構築されているか、い
ないかの差ではないかと推測している。Pさん
は、集団指導にあたる際の教員同士の連携に着
目しながら、生徒が自ら考え行動に移せるよう
な指示をその場面に応じて一瞬で判断すること
の困難さに気づいている。Qさんは、生徒理解
と生徒間の自己指導力について考察を深めてい
る。具体的には、ケンカになりそうな雰囲気で
これまでの自分であれば止めに入っていたが、
B中学校が大切にする生徒が主体的に学び考え
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る方針に従って状況を見守る中で、周囲の生徒
からの仲裁の声かけがあり、その場を生徒間で
治めることができた。さらに、Qさんは、なぜ
「お前、ちゃんとしろよ！」と彼が発したのか、
生徒の気持ちにたって生徒理解を深める姿勢が
でてきている。
４−７　分析結果のまとめ
　以上、6つの指導場面から教員が特別活動で
行う個別指導と集団指導の使い分けについて学
生が観察し考えたことを中心に分析を行ってき
た。多くの場面で結果的に、教員の指導が個別
指導から集団指導へとつながっており、教員と
生徒の1対1の指導が、教員と学級全体といっ
た1対多の指導へと広がっていることが学生の
リポートから読み取れる。特に体育祭がもつ目
標から運動を通した規範性と連帯性の確立を促
進するために集団指導が効果的に使われている
ように考えられる。一方で、遅刻した生徒や逸
脱行為を行う生徒に対しては個別指導が取られ
ている場合が多く、生徒の状況に応じて適宜指
導方法が使い分けられていることがわかった。
　さらに、学生のリポートから、B中学校は生
徒が主体的に学び、考え、行動することに重点
が置かれており、その目標を達成に応じた教員
からの問いかけや生徒との接し方が取られてい
るように考えられる。したがって、この体育大
会は、生徒の主体性や自律性がどこまで育って
いるかを日常の学習成果を教員が評価する機会
ともなっており、生徒が教師のその意図を感じ、
主体的に考え行動しようとする姿勢が見受けら
れる。
　今回のボランティア体験の結果を踏まえ、次
節では、「特別活動」の実践的指導力の理解を
促進するために、「特別活動の研究」に導入す
る体験的な学習の方法について考察を加える。
５．考察
　今回、教職課程の科目「特別活動の研究」の
中で教員の実践的指導力への理解を深める試み
として実際に中学校の「特別活動」にボランティ
アとして参加して、実践的な指導課題に対して
教員がどのように指導にあたったかを観察する
授業プログラムを実践した。ボランティア後の
学生のリポートを分析したところ、観察する際
の視点として課題とした個別指導、集団指導の
使い分けについて主な6つの指導場面から詳細
に記述されていた。学生はリポートの中で指導
を使い分けた現場教員の意図を周囲の状況から
分析し、また、自らの声かけや指導が生徒に聴
き入れられず、なぜ上手く行かなかったのかを
考察する記述も見られた。以上から、今回の教
育実践は「特別活動」における実践的指導力の
理解を深めることに一定の効果が得られたと考
えられる。
　しかしながら、今後の課題として次の3つの
観点から今回の授業プログラムの改善する必要
性があると思われる。1つ目は体育祭当日まで
の学習準備、2つ目は体育祭当日の学生ボラン
ティアの関わり、3つ目は、体育祭が終わった
後の事後指導である。
　1つ目の体育祭当日までの学習準備につい
て、今回、「特別活動」の実践的指導力の1つ
として取り上げた「個別指導」「集団指導」の
使い分けについて、事前の大学での授業でテキ
スト学習を中心に授業担当者と履修学生との間
でディスカッションを行い、指導方法について
の理解を深めた。また、体育祭前日に中学校を
訪問し、全体練習の見学および中学校側の担当
教員からの生徒の様子、当日のスケジュール、
服装など各種注意事項の説明が行われた。体育
祭当日の様子からスムーズに学生が運営補助に
関われたことから、事前準備の不足はなかった
と考えられる。しかし、学校現場に慣れていな
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い学生も多数いたこともあり緊張や戸惑ってい
る様子を垣間見ることができた。しがたって、
大学での授業の段階で、中学校の学校文化につ
いて説明、さらに理論として学んだ「個別指導」
「集団指導」の使い分けについてケーススタディ
を行うことを通して、ある程度、イメージを膨
らませて上で学生が本番のボランティアに臨め
るような仕掛けづくりを行う必要がある。
　2つ目の体育祭当日の学生ボランティアの関
わりについて、学生は中学校側に決められたシ
フトに応じて運営補助を行ったが、場所によっ
ては担当教員も準備に追われ、また突発的な生
徒指導により、学生に適宜指導ができない状況
が見られた。学生自身も任された範囲内でどこ
まで生徒への指導にあたってよいものか判断が
難しく、躊躇した様子も散見された。また、学
生のリポートにあったように、学生と生徒との
間に信頼関係が築けていない状況で学生が指導
にあたることで、生徒の戸惑いや学生への不信
感を助長する恐れを生む可能性もあることがわ
かった。シフトの担当制を引く場合、当日まで
に持ち場の担当教員と学生との間での簡単な打
合せ、時間がなければ、文章や図による仕事内
容の説明書を作成することで、担当教員と学生
との間に役割分担が明確になり、さらにスムー
ズに運営補助に学生が携われると考える。また、
学生との生徒との間に信頼関係を構築すること
は時間的な問題も考えられるために、担当教員
からの直後のフォローや大学の授業担当者から
の事後のフォローによって、精神的に傷ついた
学生の支援を行う必要があると考えられる。同
様に、学生に不信感をもった生徒へのフォロー
も重要であると考えられる。しかし、一方で現
場教員の負担をなるべく増やさずに学生指導を
行う手立てを検討する必要がある。
　3つ目の体育祭が終わった後の履修学生への
事後指導について、今回は、集中講義として授
業プログラムを組んでいたために、リポート提
出も後日期限を設けて提出することで授業を終
えた。リポートの記述内容から、学生一人ひと
りをみれば若干の差はあるものの、授業の到達
目標の一つである特別活動における実践的指導
力の理解を深めていることがわかる。しかし、
理解した実践的指導力を今後は自ら実践できる
ための知識・技能の定着が求められ、例えば、
授業プログラムの14~15回目あたりに、リポー
トで取り上げられた指導場面をもとに事例研究
を行い、履修した学生同士、個々が得た経験を
共有化することで、学校現場での実践につなげ
られると考えられる。
　以上、授業改善に向けて3つの点を取り上げ
たが、通底する項目として、今回の授業実践を
通して、教職課程における体験的なプログラム
を実現させる場合、中教審答申（2012）が指
摘するように教育委員会、地域の学校、大学の
3者の緊密な連携を鍵となり、どのように構築
していくかが制度上の課題となることがわかっ
た。
　全国私立大学教職課程研究連絡協議会の専門
部会である「学校インターンシップ等検討委員
会」がまとめた報告書の中で、森田（2013）は、
早い段階から現場の活動に携わり、自らの力量
形成を行ったり、教員としての適正を見極めた
りするには、現場の体験活動は有効であるとし
つつ、学校現場の求める活動内容と派遣学生の
力量を勘案しながら、現場と学生のニーズのミ
スマッチを防ぐために「現場理解」に任せるの
ではなく、現場の理解を促すために、大学から
の働きかけが不可欠であると述べる。
　今回の授業実践から、実践的指導力の涵養を
めざした体験的な学習を行うためには学校現場
の協力が欠かせない。特に学校現場で日々蓄積
される教員の実践知から教員を目指す学生が学
ぶことは大きい。大学の授業プログラムを改善
していく視点に立つと、教育委員会を通した受
け入れ学校との早い段階からの事前打合せと学
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校現場で学生指導の負担をかける担当教員への
授業プログラムの説明と理解および当日の具体
的な学生の役割分担などを押えておく必要があ
る。
６．まとめ
　本研究では「特別活動」における実践的指導
力の理解を深めるために、学部レベルの授業の
中で実際に学校行事に参加し体験的な学習を行
うことをねらいとした教育実践を通して、学生
が記述したリポートをもとに、授業プログラム
の改善に向けた提案を行った。体育祭にボラン
ティアとした参加した学生のリポートから現場
教員の実践知や判断過程の分析からこれまで大
学の講義形式の授業で学んだ理論を応用する視
点を学生自身の見出すことにつながっていた。
このような体験的な学習を大学の授業プログラ
ムにどのように組み込んでいくかが重要となっ
てくる。
　今回の研究で明らかになった改善点を踏ま
え、次年度の教育実践に向けて授業プログラム
の改善を進める。また、履修学生の実践的指導
力の涵養をめざし教育委員会を通した受け入れ
学校と大学との連携方法の在り方と現場教員の
理解を広げるアプローチの体制作りについては
今後の研究課題とする。
参考文献・URL
中央教育審議会（2012）「教職生活の全体を通じた教
員の資質能力の総合的な向上方策について（答申）」
　http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/
chukyo0/toushin/1325092.htm
　（2014年11月15日、データ取得）
原清治（2014）「複雑化する生徒指導諸課題の特質—
ネットいじめの実態を手がかりとして—」、学事出
版『月刊高校教育』2014年8月号、pp.22-24
檜垣公明（2009）「第5章　特別活動の指導原理」原
清治・檜垣公明編著『深く考え、実践する特別活
動の創造—自己理解と他者理解の深まりを通して』
学文社、pp91-100
森田真樹（2013）「今後の現場体験活動の方向性につ
いて考える」全国私立大学教職課程研究連絡協議
会報告書『現場体験型教員養成の実態と課題　第2
報』全国私立大学教職課程研究連絡協議会、pp.43-
51
文部科学省（2008）「中学校学習指導要領　第5章　
特別活動」
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/
youryou/chu/toku.htm（2014年11月15日、 デ ー
タ取得）
